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ETH Zürichの宇都です。研究インターン時代も含めて 3度目のスイスの冬を満喫中です。本報告書では、博士課
程 2年目の秋学期について振り返ります。

1 研究
博士課程を始めて以来、顕微システム構築に関するプロジェクトに取り組んでいますが、順調に進めることができ

ています。常温でのテスト測定を終え、現在は低温でのテスト測定を行っています。低温環境への切り替えに伴い、
実験室の引越しを行なったため少し時間がかかってしまいましたが、新しい実験室ということもあり棚などの家具や
実験機器の配置などを自由にデザインでき、実験をより効率的に進める良い環境が整いました。今年の早い段階で低
温での技術実証実験を終えることを目標に引き続き取り組んでいきます。
プロジェクトが進むにつれて共同研究など、他のグループと関わる機会も増えてきました。10 月には私たちのグ

ループをホストとして、ヨーロッパ内の扱っているテーマの近い 10 グループほどが Zürich に集まり、未出版の研
究成果をもとに交流するミーティングが行われました。その中でポスターセッションや食事の際に他グループの方々
と交流する機会がありましたが、自分のプロジェクトについて面白いと多くの方に仰っていただくことができ、プロ
ジェクトの面白さや重要性を客観的に再確認することができました。またこのプロジェクトに関連して別の共同研究
も始まり、技術提供をするなど新たな相互作用も生まれています。今年はこうした機会が多くなりそうなので、相互
作用を通じてより大きなインパクトのある結果を残せるようにしていきたいです。
先日、スイス国内の学会「Swiss Quantum Days 2025」にて、ポスター発表と口頭発表を行いました。フォーマル

な場で英語の発表をするのは初めてでしたが、多くの知人から内容を評価してもらい、プレゼンの技術も少しずつ向
上していると実感しました。

2 Teaching

今学期は、指導教官の Atacが担当する大学院生向けの「Quantum Optics」の TAを担当しました。この授業は、
光と物質の相互作用を半古典もしくは量子の枠組みで体系化する量子光学を扱うものです。主な業務として、フォ
ローアップ用の演習用授業（90分）を 4回と、手書きの授業ノートを TeXでまとめ直す作業などを担当しました。
演習用の授業については、トピックの選定から TAに任されており、自由度が高かった分準備に非常に苦労しました。
授業の準備だけで一日かかることも稀ではなく、Teachingの大変さを実感しました。一方で、授業準備や学生からの
何気ない質問を通して、普段研究でも使う内容について理解を深めることができ、非常に良い経験になりました。ま
た Teachingに情熱を注ぐ先生方に改めて尊敬の念が芽生えました。

3 授業
今学期は、Teachingが忙しかったこともあり、ドイツ語の授業（A2.1）のみ履修しました。文法や語彙が複雑にな

り難易度が上がってきましたが、昨セメスター末に始めた Languege exchange のおかげもあり、楽しくドイツ語の
学習を継続できています。また同時に英語についても勉強を再開しました。スイスではほとんどの方が非ネイティブ
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の英語を話すため、アメリカやイギリスと比べて語彙やスピードともに聞きやすい英語であることが多いように感じ
ます。また自分が話す場合も、議論などは専門用語や図式を使えば問題ないので、簡単な語彙の組み合わせでなんと
か話せてしまいます。こういった状況に甘えた結果、留学開始時から少しずつ英語力は伸びているものの、スムーズ
かつ論理構造が明確で、当意即妙な表現の英語を常には話せてはいないと思います。今後、さらに色々な方（特に初
めてお会いする方）との議論が増えていくと予想がされる中で、私の英語が拙いためにお互い英語に脳のリソースが
使われるのは悪影響です。どうやら英語がある程度話せるようになった後、停滞するのはよくあるそうなので、色々
な媒体を使いつつ改善していければと思います。

4 生活
研究が忙しいという言い訳によりジム通いをサボってしまっています。最低でも二週間に一回ほどは、ハイキング

や草野球、スキーなどで身体は動かしているのですが、もう少し頻度を増やせると理想的です。25歳よりも 30歳の
方が近い年齢になってしまったので、運動だけではなく食事や睡眠の習慣も良いサイクルを継続していきたい所存で
す。また趣味の手打ちうどんが高じて、ついにラーメンづくりも始めてしまいました。ただラーメンの生地は一般的
に加水率が低く、手延べ棒だけでは効率よく圧延などができなかったため、日本で本格的な製麺機（小野式）を購入
しスイスに輸入しました。大晦日も友人と家系ラーメン（鶏白湯の予定が予想外にヘビーな仕上がりとなりました）
を美味しくいただくことができました。次の自分の誕生日パーティ（スイスでは誕生日に友人や同僚を招待して食事
やお酒を振る舞うのが半ば義務のようなところがあります）でラーメン会をしようかなと妄想しています。

5 さいごに
博士課程も中盤にさしかかりましたが、中弛みすることなく研究に邁進していけたらと思います。引き続きのご支

援をよろしくお願いいたします。

図 1 ハイキングで訪れたイタリア北東地方の
Sasso Piattoからの景色。

図 2 元旦スキーで訪れたスイスの Flumserberg。
Zurichから 1時間半強で行くことができます。
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